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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
通気孔を含むハウジングと該ハウジング内に配置されたランプとを備える装置の通気孔と
共に用いられるカバー構造であって、前記通気孔から放射される光を遮断すべく該通気孔
に対応する第１デバイスであって、当該第１デバイスから漏出する放射光の一部は漏出光
を形成する第１デバイスと、前記第１デバイスは少なくとも一枚の第１翼板及び少なくと
も一個の第１開孔を備えることと、前記漏出光を遮断すべく前記第１デバイスの外側に配
設された第２デバイスと、前記第２デバイスは少なくとも一枚の第２翼板及び少なくとも
一個の第２開孔を備え、前記第２翼板は前記漏出光を遮断すべく前記第１開孔に対応し、
かつ同第１開孔内を通過すると共に、互いに隣接する二枚の第１の翼板間に配置されるカ
バー構造。
【請求項２】
前記第１翼板は前記第２翼板に平行である請求項１に記載の構造。
【請求項３】
前記通気孔を通過する空気流を前記第１翼板及び前記第２翼板は協働して導向する請求項
１に記載の構造。
【請求項４】
通気孔を含むハウジングと、前記ハウジング内に配置されたランプと、前記通気孔から放
射される光を遮断すべく該通気孔に対応する第１デバイスであって、当該第１デバイスは
少なくとも一枚の第１翼板及び少なくとも一個の第１開孔を含み、当該第１デバイスから
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漏出する放射光の一部は漏出光を形成する第１デバイス、及び、前記第１デバイスの外側
に配設された第２デバイスであって少なくとも一枚の第２翼板と少なくとも一個の第２開
孔とを含む第２デバイスを含むカバー構造とを備え、前記第２翼板は前記漏出光を遮断す
べく前記第１開孔に対応し、かつ同第１開孔内を通過すると共に、互いに隣接する二枚の
第１の翼板間に配置される画像出力装置。
【請求項５】
前記第１翼板は前記第２翼板に平行である、請求項４に記載の画像出力装置。
【請求項６】
前記通気孔を通過する空気流を前記第１翼板及び前記第２翼板は協働して導向する請求項
４に記載の画像出力装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、カバー構造及び斯かるカバー構造を含む画像出力装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　最近における情報プレゼンテーションの動向はマルチメディア手法に向けられており、
この動向においては画像出力装置が欠かせない。この分野においては、投影器、オーバー
ヘッド・プロジェクタ及びスライド映写機などの多くの種類の画像出力装置が在る。しか
しこれらの装置は全て、装置内のランプにより生成される熱の放出に関する同様の問題が
ある。このような技術は特許文献１及び特許文献２に開示されている。
【特許文献１】
米国特許第５９９３００８号明細書
【特許文献２】
米国特許第５８４２７６１号明細書
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
一般的に前記装置には、熱を放出すべく通気孔が配備される。ところが前記通気孔からは
装置内の光が漏れ、出力画像の品質を落とし得る。故に、通気孔を設計する際には漏出光
の問題が考慮されねばならない。従来、装置に対するカバーとしては複数の開孔を備えた
プラスチック・プレートが配置されていた。また前記開孔から空気流を放出し得るために
、前記プラスチック・プレートと協働するファンが配置され得る。前記プラスチック・プ
レート上おいて２つの開孔間の位置には、放出空気流を所望方向に導向すべく翼板が配置
される。前記翼板の別の目的は、通気孔から漏出する光の一部を遮断することである。
【０００４】
この設計態様の利点は、プラスチック・カバーが成型法により作成され得ると共に各翼板
の長さは光を完全に遮断する如くされ得ることである。しかしプラスチック翼板の厚みが
大きいという事実に依り、空気流を放出する間に生ずる流動抵抗は大きくなり得る。
【０００５】
前記カバーに対する別の設計態様は、プラスチック・プレートの代わりに金属プレートを
用いることである。複数の翼板及び開孔は、斯かる金属プレートをプレス加工（ｐｒｅｓ
ｓ）することで形成される。而して金属プレートの厚みはプラスチック・プレートよりも
小さいという事実に依り、空気流を放出する間に生ずる流動抵抗は減少される。しかし、
この形式の翼板は漏出光を完全には遮断し得ない。故に、光の一部は前記カバーから漏出
して出力画像の品質を落とすこともある。
【０００６】
本発明のひとつの見地は、画像出力装置上に配設されることで該画像出力装置の熱気を放
出して案内するカバー構造を提供するに在る。
本発明の別の見地は、前記画像出力装置の通気孔から漏出する光を遮断するカバー構造を
提供するに在る。
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【０００７】
本発明の更なる見地は、熱気の放出により引き起こされる抵抗を減少するカバー構造を提
供するに在る。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明は、熱気を放出かつ案内すべく画像出力装置上に配設されたカバー構造を提供する
。前記画像出力装置は、ハウジングと、該ハウジング内に配設されたランプとを含む。前
記ハウジングは更に、通気孔を含む。付加的に前記カバー構造は、前記通気孔から放射さ
れる光を遮断すべく配備される。
【０００９】
前記カバー構造は、第１デバイス及び第２デバイスを含む。前記第１デバイスは前記ハウ
ジング上に配設されると共に前記通気孔に対応することで、該通気孔から放射されるラン
プの光の一部を遮断する。ランプから放射された光の他の部分は、前記第１デバイスから
漏出して漏出光を形成する。前記第２デバイスは前記第１デバイスの外側に対応すること
で、前記漏出光を遮断する。
【００１０】
前記第１デバイスは更に、少なくとも一枚の第１翼板及び少なくとも一個の第１開孔を含
む。また前記第２デバイスは少なくとも一枚の第２翼板及び少なくとも一個の第２開孔を
含む。好適実施例においては、前記第１デバイスから漏出する漏出光を前記第２翼板が遮
断し得る如く、前記第２開孔は前記第１翼板の通過を許容する。
【００１１】
本発明はまた、上述のカバー構造を含む画像出力装置も提供する。
第１デバイスからの漏出光は第２デバイスにより遮断されることから、画像出力装置の品
質は維持され得る。
また、前記第２デバイスの第２開孔は前記第１デバイスの第１翼板の通過を許容するので
、カバー構造を配設するために必要なスペースが減少される。
【００１２】
更に、前記第１翼板は前記第２翼板に平行なので、該第１翼板からの漏出光は容易に遮断
される。
当業者であれば、各図中に示された好適実施例に関する以下の詳細な説明を読破すること
で本発明のこの見地及び他の見地は明らかとなろう。
【００１３】
【発明の実施の形態】
本発明は、カバー構造１０と、該カバー構造１０を含む画像出力装置２０とを提供する。
但し本発明のカバー構造１０は、画像出力装置２０に対してだけでなく同様の機能性の他
の装置に対しても採用される。
【００１４】
図１を参照されたい。図１は、カバー構造１０を利用する画像出力装置２０の一実施例を
示している。図１に示された如くカバー構造１０は、画像出力装置２０内の空気流を放出
かつ案内すべく該画像出力装置２０内に配設される。画像出力装置２０は、ハウジング２
１と、該ハウジング２１内に配設されたランプ２２とを含む。ハウジング２１は更に、通
気孔２３を含む。一定の実施例において画像出力装置２０は、投影器、オーバーヘッド・
プロジェクタ、スライド映写機などとされ得る。またカバー構造１０は、通気孔２３から
放射される光を遮断すべく配備される。
【００１５】
図２を参照されたい。図２は、本発明の一実施例の分解図である。カバー構造１０は、第
１デバイス３１及び第２デバイス３２を含む。第１デバイス３１はハウジング２１上に配
設されると共に通気孔２３に対応する。故に該第１デバイス３１は、通気孔２３から放射
されるランプ２２の光の一部を遮断する。ランプ２２から放射された光の一定の部分は第
１デバイス３１から漏出することで漏出光４０を形成する。第２デバイス３２は第１デバ
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イス３１の外側に対応することで、漏出光４０を遮断する。
【００１６】
図３、図４及び図５を参照されたい。図３は、本発明の第１デバイス３１の一実施例を示
している。図４及び図５は夫々、図３に示された実施例の前面図及び断面図である。図３
及び図４に示された如く第１デバイス３１は、少なくとも一枚の第１翼板３１１及び少な
くとも一個の第１開孔３１２を更に含んでいる。第１翼板３１１の各々は、第１開孔３１
２に対応する。図５が示す様に、第１開孔３１２から放射されたランプ２２の光の一部は
第１翼板３１１により遮断され、且つ、他の一定の部分は第１翼板３１１から漏出するこ
とで漏出光４０を形成する。
【００１７】
本発明の一実施例において第１デバイス３１は金属プレートにより作成されることで、熱
気を放出する際に生ずる流動抵抗を減少する。第１翼板３１１及び該第１翼板３１１に対
応する第１開孔３１２は、金属プレートをプレス加工することで形成される。但し第１デ
バイス３１は、上述の材料及び方法による作成に限定されるものではない。
【００１８】
図６、図７及び図８を参照されたい。図６は本発明の第２デバイス３２の一実施例を示す
と共に、図７及び図８は夫々、図６に示された実施例の前面図及び断面図である。図６及
び図７に示された如く第２デバイス３２は、少なくとも一枚の第２翼板３２１及び少なく
とも一個の第２開孔３２２を更に含む。第２翼板３２１の各々は第２開孔３２２に対応す
る。図８が示す様に第２翼板３２１は、第１翼板３１１から漏出する漏出光４０に対応す
る如く配置される。故に漏出光４０は遮断され得る。
【００１９】
本発明の一実施例において第２デバイス３２は金属プレートにより作成されることで、熱
気を放出する際に生ずる流動抵抗を減少する。第２翼板３２１及び該第２開孔３２２に対
応する第２開孔３２２は、金属プレートをプレス加工することで形成される。但し第２デ
バイス３２は、上述の材料及び方法による作成に限定されるものではない。
【００２０】
図９及び図１０が示す様に本発明の好適実施例において第２開孔３２２は、第１翼板３１
１の通過を許容する。よって、図１１にて示す様に第２翼板３２１は、第１デバイス３１
から漏出する漏出光４０を遮断し得る。この実施例は更に、カバー構造１０を配設するた
めに必要なスペースを減少する。但し（不図示の）別実施例において第１デバイス３１及
び第２デバイス３２は、前記翼板が前記開孔を通過しない様に、相互に接近される。この
様にして、第２翼板３２１は漏出光４０を遮断し得る。
【００２１】
上述の実施例においては、第１翼板３１１が第２開孔３２２を容易に通過する如く、第２
開孔３２２の幅は第１翼板３１１の幅より大きい。
本発明の一実施例において第２翼板３２１は、第１翼板３１１から漏出する漏出光４０を
容易に遮断すべく第１翼板３１１に対して平行である。
【００２２】
本発明のカバー構造１０は、第１翼板３１１及び第２翼板３２１を適合配置することで、
通気孔２３から放出される空気流を導向し得る。一実施例において第１及び第２翼板３１
１、３２１は、カバー構造１０が画像出力装置２０上に配設されたときに放出空気流を出
力画像から離間して導向すべく適合配置され得る。故に、放出空気流は出力画像に悪影響
を与えない。
【００２３】
本発明の一実施例においては、装飾目的でカバー構造１０の外側に付加的プラスチック・
カバーが配設され得る。この付加的プラスチック・カバーは、空気流の放出によりカバー
構造１０の温度が上昇した場合に、ユーザがカバー構造１０に触れるのを防止し得る。
【００２４】
前記の説明は本発明の種々の代表的実施例を示すにすぎず、如何なる意味でも本発明の有
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効範囲、適用可能性及び配置構成の限定を意図するものでない。寧ろ、これらの実施例に
て記述された各要素の機能及び配置においては、本発明の精神及び有効範囲から逸脱せず
に種々の変更が為され得る。故に本発明の保護範囲は、添付の各請求項中に示される。
【００２５】
【発明の効果】
画像出力装置などの種々の装置においてランプにより生成される熱の放出が、出力画像に
対して影響を与えるという漏出光を防止し乍ら効果的に達成される。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の画像出力装置の実施例を示す斜視図。
【図２】本発明の実施例の分解斜視図。
【図３】本発明の第１デバイスの一実施例を示す斜視図。
【図４】図３の正面図。
【図５】図３の断面図。
【図６】本発明の第２デバイスの一実施例を示す斜視図。
【図７】図６の正面図。
【図８】図６の断面図。
【図９】本発明の別例を示す斜視図。
【図１０】図９の正面図。
【図１１】図９の断面図。
【符号の説明】
１０…カバー構造、２０…画像出力装置、２１…ハウジング、２２…ランプ、２３…通気
孔、３１…第１デバイス、３２…第２デバイス、４０…漏出光、３１１…第１翼板、３１
２…第１開孔、３２１…第２翼板、３２２…第２開孔

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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